
平成２５年度 学校経営計画に対する最終評価報告書
石川県立野々市明倫高等学校

重点目標 具体的取組 実施状況の達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題）及び次年度の扱い（改善策等）

１ 研修・研究を通 ① 授業を個々の生徒の 思考力、判断力、表現力を育てる取組を授業に 評価が前期36.5％から最終41.5％へと上昇した。今後は、
して教員の授業 実態に即して効果的 Ａ 十分に取り入れることができた Ａ＋Ｂ＝９２.４％ 生徒の思考が深まるよう、発問に工夫を加えるとともに、
力 の 向 上 に 努 に実施し、さらに習 Ｂ かなり取り入れることができた Ａ ４１.５％ 教室プロジェクター等のＩＣＴ機器を活用しながら、生徒
め、生徒の学力 得した知識を活用で Ｃ ある程度取り入れることができた Ｂ ５０.９％ が考える時間の創出を図りたい。
の向上を図ると きるように思考力・ Ｄ あまり取り入れることができなかった
ともに、朝学習 判断力・表現力を高
の充実により、 める。 １，２年生の英数国の学力試験全国偏差値５４ １年 １３人（１０月）→２７人（１月）
学びに向かう積 以上の生徒が １年 Ｄ ２年 ２３人（１０月）→２４人（１月）
極性を養い、一 Ａ ５５人以上 １，２年とも偏差値５４以上の生徒数は増加傾向ではある
人ひとりの可能 Ｂ ４５人以上 ２年 Ｄ が、目標値には届かなかった。次年度はよりきめ細かい学
性を引き出しな Ｃ ４０人以上 習指導に教員一丸で取り組んでいきたい。
がら、それぞれ Ｄ ４０人未満
の進路目標の実
現に向けて主体 ② 研修・研究などを通し 生徒による授業評価で、授業が理解できると感じる 前期81.3％からさらに上昇したが、Ｂ評価には届かなかっ
的に取り組む力 て、授業評価で検証し 生徒の割合が Ｃ ８３.４％ た。教科別では国語と理科のポイントが過年度より大きく
を育成する。 ながら、授業力の向上 Ａ ９０％以上 伸びており、教室プロジェクター等のＩＣＴ機器を活かし

に努める。 Ｂ ８５％以上 よくあてはまる ３９.６％ た授業が効果をあげている。
Ｃ ８０％以上 ほぼあてはまる ４３.８％
Ｄ ８０％未満

授業力の向上のために、研修・研究に 前期88.4％から上昇し、Ａ回答も36.5％から大幅にアップ
Ａ 積極的に取り組むことができた Ａ＋Ｂ＝９２.４％ した。昨年度からの「高等学校連携による教育力向上推進
Ｂ 概ね取り組むことができた Ａ ５０.９％ 事業」の取組が定着し、また他校との交流も刺激となり、
Ｃ ある程度取り組むことができた Ｂ ４１.５％ 校内での授業改善への取組が活発化してきた。
Ｄ あまり取り組むことができなかった

③ 基礎基本の定着を図る １・２年生で平日の平均家庭学習時間が、１２０分 前期とほぼ同じ割合であった。個別に見ると３時間以上の
ことにより、学習意欲 以上である生徒が Ｃ ６３.０％ 生徒がいる一方で、全く家庭学習が無い生徒も散見され、
を高め、課題の工夫な Ａ ８０％以上 クラスによる偏りもある。次年度は予習･復習の内容等を含
どにより学習時間の増 Ｂ ７０％以上 １年生 ５７.８％ めて、生徒に具体的な指示をしていく必要がある。
加を図る。 Ｃ ６０％以上 ２年生 ６８.１％

Ｄ ６０％未満

④ 朝学習の充実により、 朝学習に対して、積極的に取り組んだ生徒の割 前期85.7％からさらに上昇した。今年度は４月の開始時か
学びにむかう積極性 合が Ａ ９０.６％ ら副担任を監督に当て、教室内に学習する雰囲気を醸成し
を身につける。 Ａ ８０％以上 てきたことが奏効している。次年度も学習内容を計画的に

Ｂ ７０％以上 よくあてはまる ４２.９％ 配置し、生徒の学ぶ姿勢を育んでいきたい。
Ｃ ６０％以上 ほぼあてはまる ４７.７％
Ｄ ６０％未満



重点目標 具体的取組 実施状況の達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題）及び次年度の扱い（改善策等）

⑤ 時期に応じたきめ細 一人ひとりの生徒の可能性を引き出す面談を 目標とする80％を超えることができた。生徒アンケートで
かな面接指導により、 Ａ 十分に実施することできた Ａ＋Ｂ＝８５.０％ も79.2％の生徒が、面談を通して進路目標を持つことがで
生徒の進路意識を高 Ｂ 概ね実施することができた Ａ ２５.０％ きたと回答しており、きめ細かい指導が浸透してきている。
め、早期に目標を設 Ｃ ある程度実施することができた Ｂ ６０.０％ 次年度はＡ回答の割合を伸ばしていきたい。
定させる。 Ｄ あまり実施することができなかった

⑥ 国公立大学への志望者 個別学力試験に向けた補習や添削指導を効果的に 昨年の81.4％からさらに上昇した。センター試験後の各教
数を増やし、合格者数 Ａ 十分に実施することができた Ａ＋Ｂ＝９０.６％ 科の計画的な補習や個別添削指導が充実してきており、指
を増加させる。 Ｂ 概ね実施することができた Ａ ３４.０％ 導に手応えを感じている教員の意識が見られる。

Ｃ ある程度実施することができた Ｂ ５６.６％
Ｄ あまり実施できなかった

国公立大学合格者数が 創立以来最高の数字を残した昨年には及ばなかったものの、
Ａ ６５人以上 Ｄ 現役合格者は過去５年間で昨年に次ぐ成績であった。全国
Ｂ ６０人以上 的には地元志向の生徒が多いと言われるなか、県外の大学
Ｃ ５０人以上 ４８名（現役44名） に果敢にチャレンジしていく生徒が目立った。
Ｄ ５０人未満

難関私大合格者数が 昨年の３３名から後退した。国公立志向の生徒と地元私大、
Ａ ２５人以上 Ｄ 短大志望の生徒が多く、県外の難関私大に挑戦する母集団
Ｂ ２０人以上 が例年より小さくなったことが一因となっている。
Ｃ １５人以上 １４名
Ｄ １５人未満

学校関係者評価委員会の評価 ・プロジェクターなどＩＣＴ機器を活用した授業は非常に効果的であり、生徒の興味･関心が高まるのではないか。
・授業評価の項目に、学問の楽しさや学びの深まり、興味･関心の高まりが見て取れるものも入れてはどうか。

学校関係者評価委員会の評価結果を ・ＩＣＴ機器を活用した授業に全ての教員が積極的にチャレンジし、生徒の興味･関心を喚起していくことを通して、授業力の向上をより一層
踏まえた今後の改善方策 推進していく。



重点目標 具体的取組 実施状況の達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題）及び次年度の扱い（改善策等）

２ 部活動や生徒会 ⑦ 部活動の加入をうなが １、２年生の１２月の部の加入率が 全体では一昨年82.6％、昨年度84.8％から順調に上昇して
活動の活性化に し、学校全体の活性化 Ａ ８７％以上 Ｂ ８６.７％ いる。しかし、１年生は入学時と比べて２０名近くが途中
努め、チャレン を図る。生徒のチャレ Ｂ ８５％以上 退部しており、これらの生徒や未加入生徒に対し、適切な
ジ精神の涵養を ンジ精神と部活動の実 Ｃ ８３％以上 対応をしていかなければならない。
図るとともに、 力向上を目指す。 Ｄ ８３％未満
地 域 に 開 か れ
た、明るく活力 チャレンジする目標を達成できた部の割合が 春季大会、総体、新人戦を征し選抜大会に出場した男子ソ
ある学校づくり Ａ ５０％以上 Ａ ８６．７％ フトボール部を始め、多くの部が目標を達成した。今後は
を推進する。 Ｂ ４５％以上 より高い目標を設定して、その実現に向けてチャレンジし

Ｃ ４０％以上 運動部 ８３．３％ ていく生徒を育てたい。
Ｄ ４０％未満

⑧ 体育授業時に運動量 １，２年生の新体力テストで、１回目より向上 昨年の59.2%からほぼ変わらず。男女別では、男子71.4％
を確保し、特に持久 した生徒の割合が Ｄ ５９.６％ の向上率に対し、女子は47.8%に留まっている。女子に対
力の向上を図る。 Ａ ７０％以上 (シャトルラン) する指導に関して、更なる工夫と改善が必要である。

Ｂ ６５％以上 １年生 ６２.３％
Ｃ ６０％以上 ２年生 ５６.９％
Ｄ ６０％未満

⑨ 明倫祭の外部公開を １日目の入場者数が 昨年の450名からさらに上昇した。昨年から始めた休日開催
継続し、模擬店数の Ａ ６００人以上 ・外部公開の取組が浸透してきたと思われる。次年度も企
増加など、イベント Ｂ ５００人以上 Ｂ ５６０名 画内容をさらに充実させるとともに、保護者や地域に情報
の企画について検討 Ｃ ４５０人以上 を発信していきたい。
を行う。 Ｄ ４５０人未満

⑩ 「朝の挨拶運動」な 学校行事やＰＴＡ活動に保護者が来校した回数 「朝の挨拶運動」は１、２年生は各クラス年４回、３年生
どのＰＴＡ活動に積 の平均が Ｃ ３.１回 は年３回の当番日の中から出席を依頼している。次年度は
極的に参加してもら Ａ ５回以上 １１月の学校公開や今年度試行した大学訪問等の活動によ
い、生徒の育成をバ Ｂ ４回以上 り多くの参加者を募りたい。
ックアップしてもら Ｃ ３回以上
う。 Ｄ ２回以下

⑪ 本の読み聞かせ、本 地域と連携した図書委員会活動の回数が 学校マスコット「りんくん」のパペット作成等の取組を加
の紹介カード展示な Ａ 年５回以上 Ａ ５回実施 えて、地域の保育所や小学校での読み聞かせ、中学校や市
ど図書委員会活動を Ｂ 年４回 立図書館での図書紹介カードの展示等、積極的に連携活動
通して、地域との連 Ｃ 年３回 を展開できた。
携を図る。 Ｄ 年３回未満

学校関係者評価委員会の評価 ・本校は地域に非常に貢献している。また、生徒も地域に育てられていることがよくわかる。子どもたちには、勉強や知識だけではなく様々
な体験をして、これからの社会を生き抜いていく力を身につけてほしい。

学校関係者評価委員会の評価結果を ・野々市市、県立大学、金沢工業大学等との連携をより一層強化し、本校の教育活動を地域に向けて積極的に発信するとともに、生徒が地域
踏まえた今後の改善方策 で様々な経験をし、学ぶ機会を提供していく。



重点目標 具体的取組 実施状況の達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題）及び次年度の扱い（改善策等）

３ 節度ある生活習 ⑫ 登校指導や生活指導 生徒同士や教職員、外部からの来客に対し、挨 昨年73.6％から大きく下降した。教員アンケートでも昨年2
慣の確立と安全 などを通して、挨拶 拶を自分からすすんでしっかりと Ａ回答 ６４.０％ 8.6％から18.9％へと後退しており、挨拶がしっかりできる
意識の高揚に努 がしっかりできる人 Ａ することができた 生徒の育成に向けて、現行の取組を見直していく必要があ
め、自ら挨拶し、 間の育成を図る。 Ｂ できなかった る。
読書に親しみボ
ランティア活動
等にも積極的 ⑬ 交通安全教室や街頭 交通ルール（自転車の二人乗りや携帯電話を操 交通ルール遵守への生徒の意識は高いが、自転車等の事故
に参加する心豊 指導を通して、自転 作しながら等の運転をしない）を遵守している Ａ ９３.８％ 報告件数は昨年13件から18件へと増加しており、自転車左
かな人材の育成 車の安全運転の励行 生徒が 側通行を定めた改正道路交通法の周知徹底を図り、事故件
を図る。 を図る。 Ａ ９０％以上 よくあてはまる ６３.９％ 数をゼロに近づけていきたい。

Ｂ ８０％以上 ほぼあてはまる ２９.９％
Ｃ ７０％以上
Ｄ ７０％未満

⑭ 環境にやさしい行動を 学校版環境 ISO 意識調査で節電・節水に心がけ 昨年58.5％から大きく上昇した。教室移動時の消灯や晴天
意識して取り組める生 ている生徒が Ｂ ７９.２％ 時の窓側消灯への意識が根付いてきている。次年度はＡ回
徒の育成を図る。 Ａ ８０％以上 答の割合を増やしていきたい。

Ｂ ７０％以上 よくあてはまる ２７.２％
Ｃ ６０％以上 ほぼあてはまる ５２.０％
Ｄ ６０％未満

⑮ 生徒の良好な人間関係 生徒の変化に対して 昨年89.3％から上昇した。いじめや事故等への対応の取組
作りを支援する。 Ａ 素早く対処し、解決に至った Ａ＋Ｂ＝９８.１％ についても前年よりポイントを上げており、安心･安全な学

Ｂ 素早く察知し、対応することができた Ａ ５４.７％ 校づくりが進んでいる。次年度も継続して取り組んでいき
Ｃ 素早い対処ができず、解決が遅れた Ｂ ４３.４％ たい。
Ｄ 発見・対処が遅れた

⑯ 学校内外のボランテ ボランティア活動に、 昨年12.0％からわずかに上昇した。「じょんからの里マラソ
ィア活動への自発的 Ａ 年５回以上参加した Ａ＋Ｂ＝１４.９％ ン」(参加100名)や「野々市の市」(同200名)など地域で開
な参加を促す。 Ｂ 年３回以上参加した Ａ ６.１％ 催された各種のイベントに生徒会を中心に積極的に参加し

Ｃ 年２回以上参加した Ｂ ８.８％ た。
Ｄ 年２回未満であった

⑰ 各学年団と連携し、生 生徒一人あたりの本校図書館の年平均貸出冊数が 昨年の平均７冊から後退した。本年度は１年生の朝学習で
徒に読書に親しむ習慣 Ａ ９.０冊以上 Ｄ 読書活動に取り組み、各自が新書を３冊以上購入した結果、
を身につけさせる。 Ｂ ８.０冊以上 図書貸し出し数の伸び悩みにつながったと思われる。

Ｃ ７.０冊以上 ５．８冊
Ｄ ７.０冊未満

学校関係者評価委員会の評価 ・ボランティアのニーズに関する地域の情報が学校に届いているのかが不明である。地域には高校生にふさわしいボランティアがあると思う
ので、学校と地域の連絡を密にしていくことが大切である。

学校関係者評価委員会の評価結果を ・地域のボランティア活動に関する情報を収集・整理し、生徒の積極的、計画的な参加を促す。
踏まえた今後の改善方策 ・ＰＴＡの挨拶運動に生徒会や部活動が積極的に参加し、協同して朝の挨拶運動を展開する。


